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3 「新民主主義の婚姻制度を実行する」『人民日報』1950年4月 16日号、第 1版。

































































































































農民 小工場労働者大工場労働者 その他 合計
男方眼ilf 農民 人数 2 3 。 6 
夫の職業中の割合% 16.7% 33.3% 50.0% .0% 100.0% 
小工場労働者 人数 8 1 9 6 34 
夫の職業中の割合% 23.5% 32.4% 26.5% 17.6% 100.0% 
大工場労働者 人数 99 66 186 50 401 
夫の職業中の割合% 24.7% 16.5% 46.4% 12.5% 100.0% 
その他 人数 3 3 9 1 26 
夫の職業中の割合% 11.5% 11.5% 34.6% 42.3% 100.0% 
合計 人数 111 82 207 67 467 
夫の職業中の割合% 23.8% 17.6% 44.3% 14.3% 100.0% 
















級数 ｜ 一級 ｜ 二級 ｜ 三級 ｜ 四級 ｜ 五級 ｜ 六級 ｜ 七級 ｜ 八級
上海（元）｜ 42.4 I 49.4 I 日｜ 67 I n.8 I 90.6 I 10s.4 I 123 



















































j可南 阿南以外 江蘇、漸江、上海 合計
夫の本籍地阿南 人数 265 23 3 291 
夫の本籍地中の割合% 91.1% 7.9% 1.0% 100.0% 
阿南以外（江蘇省、 人数 52 50 16 118 
j折江省、上海を除く）夫の本籍地中の割合% 44.1% 42.4% 13.6% 100.0% 
江蘇省、j折江省、上 人数 18 1 29 58 
海市 夫の本籍地中の割合% 31.0% 19.0% 50.0% 100.0% 
合計 人数 335 84 48 467 
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方知琳
毛沢東時代における労働者の婚姻
国家が強く政治的に唱導しでも、人々は配偶者選択にあたって、まず経済的要素を考慮した。
双方が同様に工場労働者で、一方の家庭経済の状況が比較的によければ、家計の負担も少なく、
よい結婚相手を見つけることができた。党や労働模範といった栄誉は、同等の条件のもとでの
付加価値に過ぎなかった。その原因は、まず党員と労働模範は極めて少数で、ほとんど求める
ことができなかった。次に、洛陽は新しい新興の工業都市で、資本家や知識人はほとんどおら
ず、政治成分を比較する意味はほとんどなく、なおかつ、工場労働者は農村農民と異なり、政
治成分の区別はそれほど顕著ではなく、政治成分がよくない者の割合も、農村で占める割合ほ
どは多くなかった。加えて、工場では政治成分がよくない人物に対しする糾弾が農村ほど苛烈
で、はなかった。このため、政治は工場の配偶者選択の中に思ったような影響力を持てなかった
のである。1957年 6月 10日に洛陽市全範囲で始まった反右派闘争において、政治成分が婚姻
に与える打撃もそれほど大きくはなく、当時は右派として攻撃された洛陽の工場は少なかった。
文化大革命においても状況は同様であった。
三、結論
新中国の「婚姻法」の公布は、家庭や父母の婚姻の決定における地位を覆した。国家は自由
恋愛を支持し、個人が家族の拘束から脱し、自発的に配偶者を選択するようにしむけた。しか
し、具体的な配偶者選択の基準については、国家も宣伝唱導、司｜｜育を通して人々の心の中に一
種の国家意識を打ち立て、 一種の英雄的情緒的結合、つまりは社会主義・共産主義建設に対す
る偉大なる使命感を打ち立てようと試みた。婚姻は私的な事柄ではなく、国家的、社会的な問
題だからである。労働者階級は祖国の工業化の偉大なる使命を負わされており、洛陽の工場労
働者はすべからく社会主義の建設者であり、新中国の指導階級であるべきで、あった。このため、
婚姻選択においても、革命的結婚観を樹立すべきであり、国家の大事と集団事業に貢献するこ
とを優先的な基準とし、職種や物質的要素などのブルジョアジーが考慮するような要素を勘案
すべきではないとされた。
しかし、上記のフィールド調査から見てとれるのは、洛陽労働者の中で婚姻選択の基準はい
まだ国家が唱導する路線に沿ってはいなかったということである。労働者の婚姻選択において
は、まず考慮された要素は依然として、経済的要素であり、労働者の婚姻選択において、職業
の選り好みがあり、これも経済的要素に由来していた。結婚選択において、政治的要素は、広
い宣伝や強い唱導があっても、人々に決定的な影響を与える要素となることはなかった。労働
者の結婚選択の出発点は、依然として個人と家庭にあり、国家は労働者の内面に革命的な結婚
観を植え付けようとしたが、成功にはいたらなかった。労働者を決死の覚悟で社会主義建設に
貢献させるために、国家は労働者の要求に対し、満足と妥協と与えるしかなかった。
（翻訳者注：脚注では中国語文献も名称等を和訳しである。原題等は中文論文を参照）
（翻訳：中山大将、 lit青見）
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